
















所言 

川崎病の冠状動脈炎にみられる障害血管の易拡張性と易退縮性および固定性の瘤形成が、

この疾患特有の所見か、あるいは年令に帰因する冠状動脈の非特異的反応かを解明するこ

とを目的とした。実験的に馬血清を用いて惹起せしめたウサギの血清病１における主幹部

の冠状動脈炎について、年令に基ずく相異性を病理組織学的に検討したので報告する。 


